











































About Guidance on SHOSYA-Calligraphy in Elementary School























































































































































































































































































































































































































岡田  充弘  ・  古相  正美
図６「デジタル教科書」
図７「毛筆の基準文字の PDF データ」
53
らあり，各学年の書写の教科用図書に掲載されている基
準文字が全て用意されている。このアプリケーションソ
フトを起動させ，基準文字をタブレットやスマートフォ
ンのカメラで映すと，その文字を認識し，デジタル教科
書に内蔵されている基準文字の動画を視ることができ
る。映像の拡大や，早送りや巻き戻しなどができるの
で，学習者は紙媒体の基準文字だけでなく，基準文字の
動画を視て練習することも可能となる。
８．終わりに
　書写指導は，基準文字について毛筆で運筆や用筆の練
習を行った後に，必ず硬筆で書く活動を仕組まねばなら
ない。更に，基準文字で見つけた「整った文字を書く原
理・原則」を別の文字に生かす場面が必要である。この
ことを現場の教員に伝えたいが，小学校の教育現場にお
いて書写指導に関する研修を受ける機会は少ないという
のが実態である。その理由は，教員の業務の多忙化にあ
る。どの学校も１週間に１回程度は研修日を設定してい
るが，「生徒指導に関する内容」「人権同和教育に関する
内容」「心肺蘇生法や防犯訓練などの内容」「学校の研究
テーマに関する共同研究に関する内容」等で埋まって
しまい，その他の研修を設定する時間がないからであ
る。よって，勤務時間外に有志による研修を行うことで
しか，学ぶ機会が持てないのである。管理職の人々に書
写指導に関する研修を勧めたところ，どの管理職からも
「書写指導よりも他の教科教育の指導技術の向上が先」
「学力が低いので，まずは算数と国語の指導力をつけな
いと」という答えが返ってくる。
　しかし，音声言語だけでなく文字言語を介してこそ知
識や技能は伝播し思考が深まる。整った字形で文字を書
こうとする態度を養い，整った字形で文字を書くための
知識・技能を獲得することは，学力の向上だけでなく，
人間関係の醸成や文化の継承と創造のためにも大切であ
るということを忘れずに，望ましい書写指導のあり方に
ついて更に研鑽し，その成果を，教員や今後教壇に立つ
ことを志す学生に提案しつづけていきたい。
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